
































はじめ、 文庫には数多くのギリシア・ローマの古典の翻訳が揃っている。岩波文庫創刊以来、数多 読書人 それらの翻訳書を手に取り、ヨーロッパ文明の源泉と見なされてきたギリシア・ローマ 歴史、文化、思想に触れ、これに憧れ また理解 努めた であろう。
翻って、イスラームの歴史、思想、文化、そして宗教に関する古典

































て、神がその合法性を確認する章句であるが、この章句が啓示として下ったのはバドルの戦い（六二四年）へと続く、ムハンマド よる一連 襲撃の最中の事であった。禁忌月とはアラブの慣習において戦いが忌み嫌われ 月ことである。ムハンマド軍はこの月にメッカ クライシュ族 隊商を襲撃し、一行 一人を殺害する。このため 側からの非難と自軍内の動揺が起こる。そこに先の章句 下り、結果、自軍の動揺は収ま のである
（
11）。































を略述したが、他地域の古典に比べて圧倒的に数が少ないということは言えるだろう。この状況を改善し、少しでも多く 中東イスラーム関連の古典翻訳書 出版 ていくことが、我が国の中東イスラーム理解の深化につながると考える。そう 点から見て、本書『預言者 ハンマド伝』の翻訳出版は非常に大きな意味をもつ。その理由は以下で述 ように、本 がイスラームの創始者ムハンマドの歴史的情報を提供し、 『クルアー 』や ハディース』の有す 情報の補完を為すためである。
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編者イブン・ヒシャーム（？～八三三年）によって、イブン・イスハークの著作の内容がさらに取捨選択されていること 特に踏まえ おく必要がある。第一巻冒頭部分 イブン・ヒシャーム 言を引用す と、
　（前略）そのため、 ［原著者の］イブン・イスハークが本書で述べていることを一部省略した。神の使徒への言及がない部分、コーランの啓示と関係のない部分、本書の主題と直接関係がなく、説明にも証拠にもならない部分は省いた。 （中 ）
話すことがはばかられること4
、一部の人々を傷つけ








































二〇一一年以降、授業にてムハンマドの生涯を説明 際に、受講生に具体的なイメージを持ってもらうための資料として、その訳文を大いに利用た。例えば、ムハンマドが初め 神 啓示を受け 場面 おいて、かなり乱暴な天使ガブリエルの姿やムハンマドの恐怖 様が描かれているが
（
24）、そ





























 一九七九年） がある （同書






















8） 『クルアーン』の章句の箇所が一目でわかるこの工夫は凡例に示されてはいないが、本書が読み物としてだけ く、研究用として供されているこ を示す一つ
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15） 『預言者ムハンマド伝』第 巻一五〇～一五五、 一七二～一七五、 四一一～四二五、第三巻五～六頁。
（
16） 『預言者ムハンマド伝』第四巻三六 ～三六九頁。
（
17） 『預言者ムハンマド伝』第一巻六頁。
（
18） この場合、イスラーム教徒に対する情報と ての「妥当性」である。
（
19） 注釈
13を参照のこと。
（
20） 『イスラームの誕生』四九～五五頁。
（
21） 『イスラーム 誕生』の翻訳者の一人である松本隆志氏が『預言者ムハンマド伝』出版に向けた作業に関わっていたことも我々の作業にとって好都合であった。
（
22） 『イスラームの誕生』二三九～二四四頁。
（
23） 『預言者ムハンマド伝』第 巻三〇～三五
（
24） 『預言者ムハンマド伝』第一巻二三〇～二 二頁。
（
25） 『預言者ムハンマド伝』第三巻 九七～一九八頁。
